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1 はじめに 
近年，感性価値として「かわいい」感性が注目され

ており，様々な目的のために用いられている [1]．

「かわいい」を取り入れたキャラは，公共事業などの

PR などに用いられている[2]．例えば，能勢町では能

勢町の魅力を PR するためにお浄とるりりんというキ

ャラが作成された[3]．「かわいい」という感性は，

価値の向上や人の心をポジティブにするといった効果

が期待されている[4]. 

しかし，「かわいいキャラ」は，PR をする相手であ

る対象者達に対して効果的か実際に検証することは困

難である．本来，「かわいい」の感性価値は人や対象

となるグループによって異なると考えられることから，

対象者達にとっての「かわいいキャラ」でないと効果

的でない可能性がある． 

これに対し，Laohakangvalvit らは，「かわいい」

を構成する要素について，対象とするグループにアン

ケートを実施し，データを取得して，そのデータから

「かわいい」を判別するための機械学習のモデル構築

を行った[5]．Laohakangvalvit らは「かわいいキャ

ラ」ではなく，「香水ボトルのかわいさ」を用いた．

構成する属性として，形，色彩，リボンの形状の属性

について，アンケートデータの結果から深層学習を用

いてどの属性がどの程度「かわいい」かを属性ごとに

深層学習モデルで分類した．その結果，ある「かわい

いボトル」について，構築したモデルを用いることで，

それぞれ，かわいい確率と，かわいくない確率を評価

した．Laohakangvalvit らの手法は，対象とするグル

ープから取得したデータを用いることで，グループの

「かわいい」感性価値を機械学習モデルにより自動的

に計算できることから，対象に適したかわいいボトル

の感性を評価できる方法であるといえる．しかし，

Laohakangvalvit らはかわいいキャラについては，議

論は行っておらず，同等の方式でかわいいキャラに適

応する方法は提案されていない． 

そこで，本研究では，対象者達にとってかわいいか

を判断するモデルを提案することを目的とした． 

2 目的と提案 
本研究では，対象者に合わせた「かわいいキャラ」

を分類する深層学習モデルを提案することを目的とす

る．これにより，対象者達に合わせた「かわいいキャ

ラ」を自動判別することが可能となる．目的のために

本研究ではまず（1）対象者を決め，その対象者に対

してキャラの属性調査を行い，どの属性がかわいいキ

ャラの属性として有効であるかについて，議論を行う．

次に（2）データセットを作成し，そのデータセット

に対して深層 

学習を用いて「かわいいキャラ」分類モデルを作成し，

その評価を行う．今回，データセットに関して我々が

あらかじめ行った結果を考慮して作成を行った[6]． 

3 モデル作成 
モデル作成の手順は次の通りである． 

（1） アンケートを行い，アンケート結果からデータ

セット作成を行う． 

（2） 作成したデータセットを学習済みモデルに入力

し転移学習を行いかわいいキャラモデルを作

成する． 

まず初めに「かわいいキャラ」の深層学習モデルを

構築するためのデータセット作成を行う．データセッ

トでは，図 1 に示す基本モデルのキャラ 2 体を基本と

した．属性として，アクセサリー，後髪，口，髪型，

服装，目の 6 つを設けた．この 6 つの属性は，「かわ

いい」評価に関係すると思われるものを議論して決め

選択した[7]．さらに，6 つの各属性内に，さらに次の

10 の設定（段階）を分けて評価できるようにした（図

2）．アンケートは，キャラごとに，各 6 つの属性と，

10 の設定の各画像を見てもらい 4 段階評価でかわいい

かを回答してもらった．その後 1 位を 4 点，2 位を 3

点，3 位を 2 点，4 位を 1 点でスコア付けを行った．

各属性内で上位 5 つを「かわいいキャラデータセッ

ト」下位 5 つを「かわいくないキャラデータセット」

とした．上記の手順で，キャラを準備し，そのキャラ

を Google Form により，アンケート化した．これを 20

代男性 9 名に対し実施し，上記の分類方法でデータセ

ットを作成した． 

 
図1.キャラ基本モデル 

次にデータセットを用いて，モデル構築を行った．

モデル構築では，Deep Stationという深層学習環境を

用いた[8]．Deep Station により，データセットの設
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定と，DLモデル構築，モデル検証の３つのステップに

より評価結果を得た．深層学習（DL）手法はCNN 

(Convolutional Neural Network)を基礎としており，

畳み込み層を深くするほど学習精度が上昇することか

ら，近年では，畳み込み層をより深くするモデルが提

案されている．今回は， VGG16（畳み込み層の深さ

16）とResNet（畳み込み層が150層以上）を用い分類

精度の高いモデル構築を目指した．また，MobileNet 

は，他2つのモデルより精度は低いが早い処理が可能

であることから，比較モデルとして用いるものとした．

DLで用いる画像のデータセットは前述した方法の各デ

ータセット60枚ずつの画像を使用した．3つの異なる

DLアルゴリズムで作成したモデルは，検証において画

像を入力すると，出力結果として「かわいい」に分類

される確率と「かわいくない」に分類される確率を表

示する．初回は，トレーニングデータをテストデータ

でも使用した． 

 
図2.6つの属性と10の設定例 

4 結果 
アンケート結果より，かわいいキャラとかわいくな

いキャラのデータセットの例を図3に示した．また，

アンケート結果からは金髪と黒髪では髪型と後髪の設

定に関して基本違う結果となった．しかし，服装に関

しては金髪と黒髪両方とも学生服の設定2つがかわい

い結果となった． 

 
図3.データセット結果例 

次にデータセットをDeep Stationに入れ，VGG16，

ResNet，MobileNetそれぞれのアルゴリズムを設定し，

入力をした結果を表1にまとめた．なお，かわいいデ

ータセットのかわいい確率とかわいくないデータセッ

トのかわいくない確率の各属性平均を表示している． 

表1より，VGG16ではすべてのキャラにおいてかわい

い確率とかわいくない確率が約50％となった．それに

対してResNetとMobilenetはかわいい確率に関しては

約60％だが，かわいくない確率は約50％であった． 

まず，全体的に分類精度が低かった理由として転移学

習がうまく行われなかったことが考えられる．理由と

しては，転移学習を行う過程でトレーニングデータの

精度向上が見られなかったためである．また，各モデ

ルの口の分類精度に関して精度が低い結果となった．

理由としては口の画像面積が小さいということである．

口は他の属性と比べてキャラ画像内で占める面積がと

ても小さい．そのため，モデルに入力しても上手く口

を検知できていないと考える． 

表1.分類精度の結果 
 かわいい確率（％） かわいくない確率（％） 

VGG16 ResNet MobileNet VGG16 ResNet MobileNet 

アクセサリー 51.4 58.4 59.7 48.6 44.7 52.0 
後髪 51.4 67.6 70.1 48.6 59.3 45.6 
口 51.4 53.8 56.8 48.6 46.1 43.2 
髪型 51.4 62.7 57.9 48.6 33.5 46.9 
服装 51.4 54.6 56.6 48.6 46.6 43.2 
目 51.4 64.0 58.6 48.6 48.6 44.6 

5 まとめと今後の課題 
本研究では，対象者に合わせた「かわいいキャラ」

を分類する深層学習モデルを提案することを目的とし，

その結果全体的に精度の低いモデルとなった．今後の

課題としては，まず初めに全モデルに対して分類精度

が低い理由を明らかにする必要がある．方法としては，

転移学習の際の設定を変化させて精度評価する必要が

ある．設定に関しては予備モデル作成の際学習率が最

も精度に関係があると結果が出ている．そのため，学

習率の変化による精度評価を今後行う必要がある．次

に今回のモデルは顔の小さなパーツである口などが分

類いしにくいことが分かった．そのため今後は小さな

パーツの属性に関してどのように分類するかを議論し

ていくことで，対象にあわせた，かわいいキャラの判

別を可能とする． 
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